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96年惑星科学夏の 学校 ・ フ ロ ンテ ィ ア

セ ミナ ー 報告

戸田康史 1
’

， 佐 々 木晶2
，

は しもと じょ
一

じt

　夏恒例 となっ て い る惑星科学夏 の 学校 ・フ ロ ン テ

ィ ア セ ミ ナ
ーが

， 今年は 7月 皇9 日か ら24 日 まで 静岡

県修善寺の 修善寺ユ
ー

ス ホス テ ル で東京大学地球惑

星物理学教室の大学院生を幹事と して 開催された．

惑星科学 フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー

（以下 フ ロ ン テ ィア

セ ミナ
ー）は7月 19日か ら21日まで 「惑星科学とリ

モ ー
トセ ン シ ン グ」をテ

ー
マ に，惑星科学夏の学校

（以下夏の学校〉は7月21日から24日 まで 「惑星地球

の化学組成1 をテ
ー

マ に行われた．この うち23日か

ら24日の 2日間は，昨年度 と同様に電磁気学会の若

手の 会主催に よる電磁気学夏 の 学校 との 共通 セ ッ シ

ョ ン として行われ た．今年で 夏の学校は8回 目を迎

えた こ と になるが ， 昨年まで と大きく違う点は今年

か ら日本惑星科学会の 後援を受けるこ とに な っ た と

い う
’
こ とで ある．こ れまで の 夏の恒例行事から学会

の 公式行事へ と移行 した最初の夏の学校となっ たわ

けである．

　こ こ に今年の夏の学校 ・フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー

の

活動報告を記すが ， それぞれ の セ ッ シ ョ ン に関する

報告に 関 して は ，オ
ーガ ナ イザ

ー
を務 め た東京大学

地質学教室の佐々木晶 （フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー）と

東京大学地球惑星物理学教室の は しもと じょ
一

じ

（夏の 学校〉が執筆 して い る．

1 ． 準備 ， 当日の様子

　昨年度の 幹事校で ある神戸大学の 方々 か ら，前も

っ て前年度の準備の ス ケジュ
ール をい ただい て い た

の だが，そ の ス ケジュ
ー

ル と比較すると今年の 夏 の

学校の準備は非常にあわただ しい もの であ っ た と思

う．大まかな ス ケジュ
ー一

ル だけ記 してお くと，会場

の決定は年が明けた 1月中旬 ， （夏の学校に関 して）

テ
ー

マ の決定，講師の 方へ の 講演依頼は 5 月中旬

と
，

一度夏の学校の幹事を経験され た方が聞 くとお

よそ恐ろ しい ほどぎりぎりの準備だっ た と思 う．共

通セ ッ シ ョ ン をお こなう電磁気学夏の学校の幹事校

（京大）の方との 折衝で，折衝にあた っ たこ ちらの

ス タ ッ フ が誰も記録をとっ て お らず，同じや りとり

を相手 と無駄 に繰 り返すとい うこ となど，失敗談 ・

苦労話は枚挙に い とまが ない の だが
，

こ こ で は省略

させ て い ただ く．テ
ー

マ 決定後は 準備 の 遅れ を取り

戻すべ く開催に 向けて ス タ ッ フ は雑用に追わ れ る

日々 で あっ た．今年は フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー

、 夏の

学校 ともに終了後に集録を作らない 代わ りに講演の

予稿を講演者の 方 に書 い てもらい ，当日にそれを参

加者に配る とい う形をとっ たが，表紙はス タッ フ の

1人の 力作 で あっ た．その 予稿集が で きあが り，よ

うや く
一
息つ けた の は当 日 の 3 日程前で あ っ た．

　準備の出足が 遅 か っ たため に心配され て い た参加

者もフ ロ ン テ ィアセ ミ ナ
ー

が42人 ， 夏の学校が ア8人

と例年並 の 人数が参加 し当日 を迎 える こ と に な っ

た．参加者の傾向 として はテ
ーマ の性格からか フ ロ

ン テ ィア セ ミナ
ー

に は，大学関係以外の研究機関の

方の参加が目立 っ たとい うこ とを挙げておきた い ．

また，学部の 1年生が参加 して い た こ とにも驚か さ

れた．セ ッ シ ョ ン に関する詳しい 報告は後の セクシ

1東京大学地球惑星物理 学教室、2東京大学地質学教室
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ヨ ン に書かれ て い るが， 会場の 様子をみると例年に

比べ て 若干静か だ っ た ような気が す る．講師の 方 々

は非常に興味深い 講演をして下 さっ たの だが，質問

な ど聴衆の 発言がや や少なか っ た の は少 し残念であ

っ た．多少内容が難しか っ たの かもしれないが，わ

からな い と こ ろ は即座に質問するとい う参加者 （特

に若い 学生）の積極的な姿勢も必要で あっ たと思う．

　セ ッ シ ョ ン 以外 に 自由時間 や 夏 の学校夜の部 （宴

会）を楽しみ に して くる 人の期待も裏切 らない よう

に，こ の 点で もス タ ッ フ は気を配っ た （ス タ ッ フ の

ほうが楽 しみ に してい たとい う話 もある）．修善寺

には温泉があり毎晩の ように出かけて い く参加者の

姿もあっ た．また，会場近 くの 小学校グ ラ ウ ン ドを

借 りて ソ フ トボ
ー

ル大会も2度に わたっ て開かれた．

特に23日に は共通セ ッ シ ョ ン を行 っ た電磁気学夏の

学校の参加者 と対抗戦を行 い ，惑星科学の チ ーム が

見事勝利をお さめた こ とは報告して お きたい ，

　参加者 の 中 に は 不満な点は い くらかあっ た か もし

れない が，おおむね問題なく日程を消化で きた の で

はない か と思 う．

2 ． フ ロ ンテ ィアセ ミナ
ー

　本年度 の 惑星科学 フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ーは，佐 々

木が オーガ ナイザー
に な り，「惑星科学と リモ ート

セ ン シ ン グ」とい うタ イ トル で 開催 した ．

　リ モ ー
トセ ン シ ン グ（Remote　Sensing）とい う言葉

は ，1900年代に，人工衛星からの広範な電磁波領域

を利用 した観測をさす言葉 として，導入された．現

在で は航空機に よる観測も含め て ，多種多様な遠隔

非接触観測を総称する用語 として使われて い る，現

代の惑星科学に とっ て，天体探査機や高分解能望遠

鏡に よる リモ
ー

トセ ン シ ン グは
， 表面地形 ・地質 ，

大気 ・気象な どに関する基本的なデ
ー

タを与えると

い う点で
， 最 も重要な手段で ある．

　日本で もようや く，本格的な惑星探査が ス タート

した．1997年の 月探査衛星LUNAR −A，1998年の 火

星探査衛星PLANEr −B に は
， 軽量の カ メ ラが搭載さ

れ る．また，2001年末 に打 ち上 げられ る小惑星探査

衛星MUSES −C に は光学カ メ ラ に フ ィ ル ターを組み

込ん だ分光撮像，赤外の 分光観測が計画 され て い る．

さら に
，
2002年に打 ち上 げられ る計画の 月探査周回

衛星で は，可視 ・赤外の 分光撮像機器のほか，レ
ー

ザー高度計，レー
ダ
ー

サ ウ ン ダーに よ る リ モ ー
トセ

ン シ ン グが計画 され て い る，また，X 線お よびガ ン

マ 線の分光に よ る表面 の 組成 の 調査 も行なわ れ る計

画である．

　しか し，日本の 大学 で は リモ
ー

トセ ン シ ン グ を専

門に教育して い る とこ ろ は少な く，地球惑星科学関

係の学科の 学生が体系的に学ぶ 機会は非常に少ない ．

リモ ートセ ン シ ン グデ
ータ を研究に利用 して い る研

究者で も，そ の 基礎 ・背景を必ず しも学ん で は い な
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い ．今回 の フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー

では，リモ ートセ

ン シ ン グとは何ぞや ，とい うとこ ろか ら，地球で 現

在行なわれ て い るりモ
ー

トセ ン シ ン グ技術を知ると

い うこ とを主目的とした．さらに，日本で計画進行

中の惑星探査 に つ い て紹介 して ，現在の技術を使 っ

て何がで きるか考える きっ かけに したい とい う思惑

があっ た．

　今回の フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー

で は
，

5 人の専門家

に講演をして い ただ い た ．ユ ー
ザーの み の立場で は

なく，リモ
ー

トセ ン シ ン グの 技術的な部分に詳 しい

方に講演 をお願い し た．また，日本で計画進行中 の

惑星探査で の リモ
ー

トセ ン シ ン グ機器 につ い て，そ

の概要と狙 っ て い る科学につ い て，話す機会を設け

た．

講演

山口 （名大 ・理）

松永 （地質調査所）

増田 （気象研究所）

田中
’
（地 質調査所）

中野 （地質調査所）

リモ ー
トセ ン シ ン グの概要と

実例

熱赤外 リモー
トセ ン シ ン グの

地球科学へ の 応用

地球観測技術衛星にょ る偏光

観測

SAR イン タ
ー

フ ェ ロ メ トリー

NASA の惑星 ・衛星探査機デ

ータ の取り扱 い 方

日本の 惑星探査と リモ ートセ ン シ ン グ

中村 ・岡 田 （宇宙研） ・山路 （京大 ・理）

　　　　　　　　　　　　 　　LUNAR −A 　LIC

寺薗 ・春山 （NASDA ）　　　　 月探査周回衛星

齋藤 （西松建設）　　　　　　 MUSES −C　AIC

佐々木 ・出村 （東大 ・理＞　　 PLANET −B　MIC

　リモ ー
トセ ン シ ン グの 関連する分野 は幅広 く，と

て もこ の 5人の方で全体をサ ーベ イできるわけで は

ない ．今回は，今後の惑星科学との関連を意識 した

日本惑星科学会誌Vol．5　No：　，1　996

ため，農業や 森林 の リモ ートセ ン シ ン グ ， 海洋汚

染 ・環境の モ ニ タ リ ン グなど，地球で は重要な分野

で ある が，割愛した部分 もある．

　 は じめ に，名古屋大学の 山 口氏には，リモ ートセ

ン シ ン グ につ い て基礎的な点か らの概説をお願 い し

た．リモ ートセ ン シ ン グの定義 （電磁波の 反射 ・放

射を用 い て 広域 を探査する技術〉，分類，長所 ・短

所， 電磁波の性質につ い て の基礎的な事項をまず説

明．その後に，写真による地形判読 ス ペ ク トル パ

ターン に よる岩相識別，合成開ロ レーダー
によるリ

モ ートセ ン シ ン グの話まで，時間た っ ぷ りの 講演 を

してい ただい た．

　 地質調査所の松永氏は，熱赤外リモ ートセ ン シ ン

グに つ い て の講演．この波長域 （8一ユ2 ミクロ ン ）

は，表面 か らの熱放射が太陽光反射よ り支配的で
，

しか も大気で吸収 され ない た め，様々 は応用があ り

重要である．表面温度計測，夜間観測 ， 硅酸塩 ・炭

酸塩鉱物の 同定，さらに は水分量な ど を求め る こ と

が で きる．また，国内外の様々 な衛星 セ ン サ
ー

につ

い て も紹介され た．

　 2 日目，気象研究所の増田氏は
， 衛星か らの偏光

観測 に つ い て 講演 され た，今年打 ち上げ られ る

ADEOS 衛星には
， 偏光観測 を初め て行なうフ ラ ン

ス の 可視 ・近赤外域放射計POLDER が搭載される．

これ まで の放射輝度の観測と合わせるこ とで，雲や

エ ア ロ ゾル の粒径や形状 に関す る情報を得る こ とが

で きる．

　地質調査所 の 田中氏は，干渉合成開ロ レ
ー

ダ
ー

の

（SAR 　interfe［ornetTy ＝ PSSAR ）話をした．干渉の手法

を使 うと，2枚の 合成開 ロ レ
ーダー

画像か ら地形計

測がで きるだけで はなく，3 回以上 の デ ータ （地形

デジタル データがあれば 2 回）か ら
， そ の時間変化

を求める こ とがで きる．この変化は電波の 波長の オ

ー
ダ
ー

で計測で きる の で ，  オーダーの 地殻変動

が，リモ ートセ ン シ ン グで得られる ことになる．こ

の手法の 現状 ，問題点，兵庫県南部地震前後の変
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動，に つ い て紹介 した，

　地質調査所の 中野氏は
，
NASA の惑星 ・衛星探査

機デ ーター
の 取 り扱 い か た に つ い て講演を した．月

の 地形データ を球面調和関数展開をして，高度分布

図 を作る話 ，
Voyager の デ

ー
タで は撮像情報が欠け

て い るため位置決め に苦労 した話 ，
カ ラ

ー画像で情

報を強調する話など，具体的な事例 を交えた話はわ

か りやすか っ た．

　最後に
， 3 日目の午前中に，日本の探査計画で の

リモ
ー

トセ ン シ ン グ機器に つ い て何人か の 方に説明

をお願い した．こ の セ ッ シ ョ ン の性格を決めるまで

に時間がかか り，何人 か の講演者に は 数週間前，場

合に よ っ て は 直前にお願 い する こ と に な っ て しまっ

た．この点はオーガナイザーの 責任である．

　講演者の方々 には忙 しい とこ ろ，時間をさい て い

ただ き，事前に話の 内容に つ い て数ペ ー
ジの 紹介を，

図表や参考文献とともに書い て い ただ い た．どうも

ありが とうござい ました．

　今回の特徴 として，惑星科学以外の分野 （地質学，

気象学，コ ン ピュ
ー

タ科学 ， 企業研究所）か らの 参

加者が比較的多か っ た．こ れはリモ ー
トセ ン シ ン グ

とい う，比較的
一
般性の あるテ

ー
マ であ っ たため で

ある．一
方で ，参加募集の段階で

， 惑星科学を専門

とす る学生 の 興味を引 い たか とい うと，力及ばず と

い っ た反省になる．「リモ ー トセ ン シ ン グは重要だ

から学ばなければ いけない 」とい う親心がかえっ た

災い した点もある．

　フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ーで紹介して い ただい たもの

は
， 幅広 い リモ

ー
トセ ン シ ン グ の分野 の ご く一

部で

ある．こ れが きっ か けとな り， 参加者が興味をもっ

て
， そ れ ぞ れ の 研究分野 で リモ ートセ ン シ ン グ の デ

ータ を役立 て た り，惑星探査で の遠隔探査に興味を

もっ て参加 して くれる ようになれば企画者冥利に尽

きる とい うとこ ろ で ある．

3 ， 夏の学校

今年 の 夏 の 学校 は 「地球 っ て何で で きて る の ？」

とい う素朴な疑問を出発点 にして以下 の ようなプロ

グ ラ ム で 開催 された．

惑星地球の化学組成

〜 もうい ちどた しか めたくて．．．夏〜

1．太陽系と地球の元素存在度

　　　　　　　　海老原充（都立大 ・理）

2．地球形成論　　倉本　圭（東大 ・
気候セ ン タ

ー
）

3．マ ン トル の組成

　　　　　　　　高橋栄
一
（東工 大 ・地球惑星科学）

4．Light　elements 　in　the　core

　　　　　　　　奥地拓生 （東工大 ・地球惑星科学）

5．揮発性元素の存在量

　　　　　　　 橋爪　光（阪大 ・
理）

　化学組成を知るの に い ちば ん い い 方法は対象を直

接に分析する こ とである．しか し我 々 が手に す る こ

とが で きる地球の試料は ご く表層 に限 られ て い る．

その ため分化 してい る地球の組成を知る に は，間接

的な方法に頼 らざるを得ない ，プロ グラム の 1 と2

で は ，地球をつ くっ た で あ ろ う材料物質と地球形成

時とそれ に続 い て起こ っ たで あろ う物理 ・化学プロ

セ ス から地球の組成を推定する試み
， 3 〜5 で は手

に 入 る 限 られた試料の分析 と実験の 結果か ら地球の

組成を推定する試み に つ い て講演を して もらっ た．

　は じめ に海老原氏が太陽系の 元素存在度につ い て

の講演をお こ なっ た．太陽系の 元素存在度を推定す

るの に C1 コ ン ドラ イ トを利用する こ とにつ い て疑

問が投げかけられ，現在の 推定の 限界に つ い て コ メ

ン トが された．Cl コ ン ドラ イ トの組成が宇宙化学

的に地球の組成を推定する さい に 必ず引 き合い に出

される こ とに つ い て，そ の妥当性 をきちん と検討す

る 必要が あ る こ と を思 い 出 させ た．
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　倉本氏 は 比較惑星の見地か ら見た地球の 化学組成

の特徴と地球形成過程につ い て講演 した．鉄の酸化

還元度 ， 揮発 性元素の欠損な どの特徴が，い つ どこ

で どの ようにつ くられたの か は ほ とん どわか っ て い

ない．地球の材料物質が原始太陽系星雲の なかで受

けた過程や地球の形成 ・分化がすすんだ過程 につ い

て，こ れからより詳しい 検討を加えて い く必要があ

る だろ う．

　次に高橋氏は地質学と惑星科学をそれぞれ歴史学

と考古学 に なぞ らえなが ら，地球マ ン トル 組成 の 推

定に関する講演をした．我々が手に して い る試料か

ら推定され る上部マ ン トル の 組成 と宇宙化学的に推

定されるマ ン トル の組成の 相違 とい っ た問題 や，地

震波速度異常 トモ グラ フ ィ
ーの解釈とマ ン トル の物

質循環に つ い て などに つ い て ，わか りやす い 解説が

なされた．

　は じめ 1時間半の時間を予定して い た奥地氏 の 講

演は，演者の希望に よ り講演時間を急遽 2 時間に延

長 して お こ なわれた．コ ア の 主成分 は 鉄 で あ り，
か

つ そ こ に 10％程度の軽元素が混入して い ると考えら

れ る根拠 を述べ た後，軽元素の 候補に つ い て熱の こ

もっ た レ ビ ュ
ー

が なされ
，

また コ ア中の軽元素と地

球進化を結びつ けて観測か ら軽元素の正体を明 らか

にする方法につ い て演者の議論が展開された．演者

の意気込み に応えるように聴衆か らも活発に質問 ・

コ メ ン トが出された．若い学生に とっ て は非常に刺

激的な講演であ っ た と思 う．

　 最後 に 橋爪氏か ら揮発性元素の存在量に関す る講

演がなされた．演者の定義した地球の個性 「海があ

り（海洋）， 山があ り（大陸）t そ して君が い て ぼ くがい

て（生物）」は揮発性元素の 重要性 を見事に 言 い 表 し

てい る と言え よ う．気液間 の分配係数と海洋底玄武

岩ガラス中に閉じこ められた ガ ス の 組成か らマ ン ト

ル 中の揮発性元素の存在量を推定する方法などが説

明された．しか し下部マ ン トル に つ い てはほとん ど

何もわか っ て い ない ことや，物質循環が どの程度あ
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るの か とい っ た基本的なとこ ろ に も問題が残 され て

い る こ とは明らか で ある．

　今回の 夏の 学校で は こ こ 数年の 夏の学校と趣を変

え，演者を少数精鋭（今回 は特に 演者 の 質に注意 し

た）に して ひとつ ひとつ の講演時間を長 くとる ように

した．こ れ は大勢の質の低い 演者が無目的 に 講演を

して い た過去の夏の学校に対する ア ンチ テ ーゼ で あ

る。オ
ーガナ イザーとして は講演時間 を長 くとる こ

とで問題に対する理解が深まり活発な議論が なされ

る こ とを期待 して い たが，参加者の多数に とっ て は

講演内容が難しす ぎたようで活発な議論までには到

らなか っ た。夏の 学校の 参加者の多くは若い 学生で，

講演の バ ッ ク グ ラ ン ドを知らなか っ た こ とが原因の

ようで ある．一
部の わ か っ て い る者に とっ て は非常

にお もしろ い 夏の学校に な っ て い たが，難易度が 高

すぎた こ とは反省しな くて はならない だ ろ う．ただ

演者の個人的な能力の高さの おかげで ， 参加者の多

くが講演内容には満足 して い るとい うア ン ケ
ー

トの

結果がで た こ とは救い で あっ た．

4 ． 共通セ ッ シ ョ ン

　7月23日午後か らは，昨年の 夏の学校 と同様に電

磁気学夏 の学校 との共通セ ッ シ ョ ン を行 っ た．昨年

の夏の学校で は共通セ ッ シ ョ ン を2会場で 惑星科学，

電磁気学それぞれがセ ッ シ ョ ン を行 っ たため にあま

り交流がはか られなか っ たとい う意見が多か っ たよ

うで ある．そ こ で昨年度の反省に た っ て，今年はお

互 い が どん な研究をや っ て い るの か理解する こ とか

ら始め ようとい うこ とでポス ターセ ッ シ ョ ン を24日

の午前中に行 っ た．また，23 日午後の講演に つ い

て も幹事校同士がお互 い に相手の 分野 の 研究で聞い

て み たい こ とをや りと りし，その希望 に沿うような

講演 の で きる方をそれぞれ が探すとい う形をとっ た．

　電磁気学の幹事か らは惑星形成論と磁場形成につ

い て の 話が 聞 きた い と い う希望が あ っ た の で ，
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夏の学校 ・フ ロ ン テ ィ アセ ミナ
ー／戸田、佐々木 、 は し もと i57

Bipolar　eutflow が惑星形成 に果た した役割に つ い て

名古屋大学理学部の渡邊誠一郎氏に講演 して い ただ

い た．この 講演はこちらの 夏の 学校の テーマ とも関

連が深く，また渡邊氏が初学者に もわか りやすい 丁

寧な講演を して 下 さ っ た の で
， 惑星科学 ， 電磁気学

の学生双方か ら質問が で た こ とは よか っ た と思 う．

惑星科学の方からは外惑星 の磁場 につ い て
， 特に ガ

リ レオ ミ ッ シ ョ ン に つ い て も レ ヴ ュ
ーして欲 しい と

い う希望を出した，あちらの幹事の 方もなかなか講

演の依頼に苦労されてい たようで，結局木星の磁気

圏の MHD シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を行 っ て い る名古屋大

学太陽地球環境研の荻野竜樹氏が講演を して 下 さっ

た、多少専門的な講演内容だ っ た が，こちらも双方

か ら質問が で て ス タ ッ フ と して も
一

安心で あっ た．

時間の都合上 ， 両氏とも講演時間が 1時間と短 く話

をまとめ る の に苦労なさっ たの で はない か と思 う．

講演を快諾 してい ただ い た こ ととあわせて こ こ に感

謝 します，

　24日の午前中のポス タ
ーセ ッ シ ョ ン では，双方と

もに約20の ポ ス タ
ー

が展示され議論が行われた，お

互 い どの よ うな研究をや っ て い る か理解 して もらお

うとい うス タ ッ フ の ね らい を果 たす に は
， 多少ボ ス

ターの 数が少なか っ たように思う．今後夏の学校で

こ の ような機会が設けられたときには積極的に発表

して もらい た い と思う．当日 は，ポ ス ターセ ッ シ ョ

ン と平行 してオリ ン ピッ ク観戦 セ ッ シ ョ ン （サ ッ カ

ー，日本 ・
ナイジ ェ リア戦）も別室で急遽開かれた

の でそちらの 方に参加する人も多く，多少残念であ

っ た，

　来年度以降 の 夏 の 学校 で 電磁気学と の 共通 セ ッ シ

ョ ン を行 うか どうか は，その 年 の 幹事校の 方に まか

されるわけで すが ， お互 い がお互い を刺激するよい

機会なの で毎年で な くて もよい の で 続けて い っ て も

らい たい と思 う．

5 ． 最後に

　夏の学校 ・フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー

の 2本立てとな

っ てか ら5年が経過 したが，そろそろ構成や運営の

仕方を見直して もよ い 時期か も知れない ．フ ロ ン テ

ィ ア セ ミナ
ー

の運営は，現在は夏の 学校側に完全に

依存 して い る．最近で は
，

フ ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ーと

夏の学校で参加者がか な り入れ替わるため，会計や

部屋の割 り振 り作成などで，事務局の負担が増えて

い る．時期を離して，フ ロ ン テ ィ アセ ミナ
ー

の 方の

運営は簡素化する か，テ
ー

マ に共通性をもたさせ て，

連続 して参加する人を増や すとか の 工夫が必要で あ

ろ う．ともか くも最近で は学会の数だけ夏の学校が

ある そ うで ，真面目 （？）な学生 に とっ て は忙 しい

夏休みである．

　 さて ，来年以降の幹事校 に つ い て 述べ て お くと，

来年は東京工業大学，その次は神戸大学，そ の次の

99年度は宇宙研 と向こ う3年間 の幹事校 を夏の学校

当日の世話人会で決定した．ただし，再来年以降に

つ い て は幹事校が で きそうな人数の い る大学 ・研究

機関が で て きた場合 に は 変更 もあ り得 る こ ともつ け

加えて お く．

　最後 に，後援を して い ただ い た日本惑星科学会に

感謝い たします．また ， 会場決定など我々 のために

い ろ い ろ と気配 りを して い ただい た ユ ース ホ ス テ ル

協会 の 笠井さん，予稿集の印刷 の 際に便宜を提供 し

て くれた東京大学理学部地球惑星物理学教室事務室

に もお礼申し上げます，最後にな りますが，代表と

は名ばか りで仕事の 遅 い 筆者を助けて くれ て事務局

と して 夏 の 学校 を支えて くれた東大 ・地球惑星物理

学教室 の 大学院生 の皆様，そして誰よりも，快 く講

演を引き受けてい ただい た演者の 方 々 と，今年の フ

ロ ン テ ィ ア セ ミナ
ー，夏の学校に参加 した方々 に感

謝 します．どうもあ りが とうご ざい ました．今年修

善寺で行われた講演，議論が今後研究を進め て い く

上で役に立 っ て くれた ら幸い です．
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